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形成過程を明らかにしている o 本論文は以下に示す六つの章から構成されている o







第三章では， Al-Mg 合金の粒成長挙動に及ぼす焼鈍温度の影響を調べ，立方体方位粒の方位集積度とヱ 1 粒界
の頻度が増加し，これがその後の異常粒成長に影響を及ぼすことを指摘している o









新たな軽量部材として Al 一 Mg 系合金板の適用が検討されている o しかし， この Al 一 Mg 系合金の最大の問題点
はその加工・成形性にあり， これと密接に関係する結晶粒方位，粒径の制御が必要とされる。本論文は， Al -Mg 
合金の再結晶・粒成長過程とその際の結晶粒方位分布の変化を調べ，結晶粒径ならびにその方位分布の制御に必要な
支配因子とその役割に関する結果をまとめたものである o 主な成果を要約すると以下のようになる。








(3) Al 一 Mg 合金の粒成長は Mg 濃度の影響を受ける。 Mg濃度の上昇は粒界三重点でのエネルギーバランスを変
化させ， ND 軸回転立方体方位クラスターの存在により局部的粒界性格分布を変化させ，その結果として立方体方
位粒の成長を抑制する o






方策を示すなど， Al 一 Mg 合金の自動車部材への適用に関する基礎的知見を得ており，材料工学に寄与するところ
が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
